
読解指導が目指す もの

斎 藤 誠 毅

一
1.は じ め に

平成元年3月15日 告示の文部省高等学校指鞭 領(外 国語)に よれば
,しZ

わゆる読鰍 ついては・次 にあ}デる2つ の個所で,そ の指導内容が示 されて

いる。

まず・英語1の2・ 「内容」・(1)言語活動の ウ 「読むこと」では
,以 下の4

項 目があげられ ている。

σり 文や文章の内容 を考えながら
,黙 読 し,音 読すること。

(イ)ま とまりのある文章の鞭 や要点を読み取 ること
。

(切 まとま りのある文章 をできるだけ多 く
,速 く読み取ること。

◎⇒ 文や文章の内容が表現 されるよう暗 読すること
。

また,別 の科 目 リーディングでは
,ま ず目標 として,

「書 き手の意向などを読み取 る能力 を層 イ申ばすとともに
s語 を螺

しようとする積極的な態度 を育てる
。」

ということがかかげられてお り
・ さらに諦 活動 としては次の4囎 が示 さ

れている。

σり まとまりのある文章 を読んで
,鞭 や舞 ミを理解すること。

ω 目的に応 じて文章の内容 を整理 して読み取 ること
。
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位)内 容 を読 み取 って,そ れ につ いて 自分 の考 えな どを話 した り・書 い

た りす るこ と。

←⇒ 文章の 内容 に応 じて適切 に音読す る こと。

英語 、とリーデ ィング とには洪 通 した指導内容力§あ る・す なわ ち・「ま と

ま りの あ る文章 の ・i.:.r'や要 点 を と らえ る こ と」,「文 や文 章 の 内容 に応 じて音

読 す る こと」の2点 で,と もに..・..のテ キ ス トの 内容 を重 視 した考 え を基礎

としてい る。

また読解 の基本的 な技術 として は,Rの(ウ)に 示 され て い る よ う に・「で

き るだ け多 く漣 く読 む こと」,す な わ ち 多読 と艦 を志 向 して い る・これが

リ_デ ィ ング に な る と読 ん だ後 で 「自分 の考 えな どを話 した り渚 いた り

す る こと」 とい うように,読 む こ との運 用 の鞭 力a・受 動 的 な もの か ら さ ら

に能 動 的 な ものへ と発 展 してい る。

この ように読 む こ との運用 磯 囲が応 が ったの は・外 国語全体 の科 朋 標

と密接 な関係 が ある。 目標 の全文 をあげ る と次 の ようにな る。

「外国語 を理鰍,外 国語で表現する能力 横 い・外国語で積極的にコ

ミュニケーションを図ろうとする態度を育 てるとともに,言 語や文化に

対 する関心を高め,国 際理解 を深める。」

この中で もとくに注 目しなければならないのは・「外国語で積極的にコミュニ

ケーシ ョンを図 ろうとする態度 を育てること」である。 コミュニケーション

重視 は,今 回の改定の根幹をなす もので,全 ての言語活動に密接なかかわ り

を持ってお り,当 然読解指導の変革 を期待 しているもの と思われる。

期待 される変革 とはいかなるものであるのかについては後で述べ るとして・

ここではまず手短かに明治末以後の英語の読解にかんする変遷 を概観 してみ

よう。
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2.英 文解釈 法の歴 史

英語の読鰍 ついて灘 するときかならずつし・てまわ るのが .,文解釈法

と称する読解の技術である・大正時代から蒔 学校や大学 綬 験 しようとす

る生徒達が・嬬 の実力をつけようとしてまず手 にするのは
,「_英 文鰍

法」 とか 「一 英文解釈問験 」 としめ た学習参塘 である
.こ れ ら参考書

類の代表格で・今なお多 くの受験生に使われているのカ§
,山 崎貞著 「新々英

文解釈研究」である・山崎 はその原著(大 正14年)の はし,.aきで,

「収録 し鵬 文賄 の数は数百にのぼるけれ ど
,比 較研究に便に し,記

憶 を助 けるため・形の似 たもの,鰍 の{以たものな どは一括 して同所 に

集めて一 ・配列 も文法的な順序1こよらず
,や はり形や意味の類似 をた ど

って脈絡 を通ずるようにした。」

と述べている・ これは鱗 にある英語の文 を構文 として塑 分類するため
の

考 え方のはしりとして位置づ けることができる
。

轍 の基礎が・一括 して同所 に集 められた 「形の似た もの
,意 味の似た も

の」な どのグループであるとするならば
,こ れは言識 象 としての諜 す

なわちソシー ルの言 うラングに近い教 方であ
って,文 化的な背景や社会

的婿 景な どを抜 きにした髄 粋 に諜 だ}ナを陥 にしているのである
。

戦後 になると・上述 の轍 観に,さ ら1こ文法的配慮が加わる
.文 法上 の知

讃 援肌 て・英文解釈の方法 を志向する好例 として
,江 川泰一郎(1964年)

の次のような考え方が参考になる
。

「英文解釈 ・英作文 ・英文法を三位一体 とした総合的参考書である・・….

こまごました規則 の説明は必要最低限にとどめ
,英 文の解釈および作文
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に関イ系の深い事柄は一 ・詳 しく扱 ってみた・」(「英文法解説」金子書房)

江川のこの発訓 来,英 文鰍 のカ リキュラムはC科 書や参考書 とい う形

を借 りてs文 法事項を柱に様々な構文をか らませ・ラング的色彩 を層 強め

ることになる0

いったい英文解釈法が過去80年 以上 にわたってねらってきたものは何であ

ったのだろうか.そ れは英文のテキストを適当に分解 して・ これに適切 と思

われる日本語をあてはめ,ば らばらになった日本語 をあらためて意味の通 る

語順 に並べ換 えるとい う作業である.早 い話が・いかに和訳 を巧みにこなせ

るようにす るか,そ のための便利で有効 な方法をさぐるのが・英文解釈法が

一貫 して目指 した目標である。

こと和訳 という作業 にかんする限 り,南 日恒太郎や小野圭二郎 に1まじま り

山崎貞を経て,江 川泰一郎にいたってようや く完成 したもの と思ってよいが・

この方法 には次のような批判 もあることを見逃がすわけにはいかない。

「英文解釈法 はセンテンスの中だけの解釈で,文 と文 との連結や,こ と

ばの切れ目,空 間な どは扱わないが,そ うい う点に注意するならぼ,英

文解釈 も中学1年 の英語 を対象 とす ることができるはずである。一般に

英文鰯 法の扱 う英語 は難 い もの,そ の必要のない ものはやさし暎

語,と 考えられているが,こ れが本当の賜 と一致 しないのはしばしば

経騨 れるところである.・一 ・単語 と構文がやさしければやさしい嬬

だとす る考えは,難 句難文集のような英文解釈法が長年与 えてきた錯覚

で ある。」(外 山滋比 古,1980年)(下 線 筆 者)

和訳の作業を目的 とした 「……英文解釈法」 と称する参考書や問題集の類 ま・

いずれ もまさしく外山の言 う 「難句難文集」である。
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3.直 訳 と 意 訳

英文解釈の中心的方法である英文解釈法の実体がいかなるものであるか
,

以上の概説で明 らかであるが,和 訳の代表的な2つ の方法,す なわち,直 訳

と意訳 について も歴史的に見てみたい。

和訳 はそもそものはじめか ら直訳であった。直訳 に終始する英文解釈法が,

古 くか らある漢文読解法 に強 く影響 されてはじまったことはあまりにも有名

であるので,こ こでは詳述 をさけることにするが
,た だ,和 訳はそもそ もの

は じめから多 くの専門家か ら厳 しい批判 をされたことは忘れてはな らない
。

こうした批判の代表的な例 として
,岡 倉 由三郎がある。岡倉がその英語教

育論 「英語教育」(1911年)の 中で,直 訳 にかわる新 しい方法 として提案 した

のは・直読直解の方法である・直読直解 と1よまず正確 であること(accuracy)

と敏速であること(vel・city)を 目標 とするもので
,そ のためには発音が正確

で,な おかっ耳か ら聴いても理解できる力が必要 とされる
。直読直解の方法

が身につけば,書 いた り話 した りする基礎 もつ くはずであると岡倉 は主張 し

ている。

明治末期から大正初期 にかけて直訳か意訳か という
,両 極端の間を行 き来

していたが,そ の中で岡倉の主張する直読直解の方法 は多大の影響 を与 えた
。

その証拠 となる例 として当時多数出版 された文部省検定教科書の自習書の中

か ら,「 ユニオン第四読本詳解議義」(敬 文館
,1913年)を とり上 げてみたい。

この自習書の序文の中で著者は,従 来の註釈書について,「こと程左様 に」「す

るべ く持っ」的の旧式な直訳体であった り,ま たは極端な意訳体であった り

する点 を指摘 し,

「其謬文 をして能 う限 り原文 に忠 な らしめ,其 註 解 を して紙 数 の許 す 限

り詳 密 に し,以 っ て讃 者 の 了 解 に便 な らん こ とを努めた る……」
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とい うように,明 らか に岡倉 流 直 読 直 解 を志 向 してい る。 これが現在 の よ う

に音声教 材 を作成す る手段 が豊富で あった な らば,著 者 は 「正確 な発 音 」 と

「耳 か ら聴 いて理解 す る」力 をつ けるため に,さ ら に録 音 テ ー プ をつ けた こ

とで あ ろ う。

要 す るに直読直解 とは,H.E.Palmerの 言 うimmediatecomprehension

(直 聞直 解 とい う訳 語 が付 され て い る)に 通 じ る もの で,こ れ を端 的 に示 す

例 と して は,JamesAsherに よるTotalPhysicalResponseに いた っ て完 成

す る こ とに な るPalmerのimperativedrill(命 令 訓 練)が あ る。 この 練 習

は,英 語 に よ る指 示 で適 切 な動作 を行 うことを内容 としてい る。直 聞直訳 に

しろ直読 直解 に しろ,そ の本 当 のね らい は英 語 を英 語 として理解 す る ことに

あ る。 したが っていずれの場合 も,直 訳 や意 訳 な どの 日本 語 を介 在 させ る方

法 に比 べてi正 確 さ と速 度 に お い て は るか に 自然の英語 のそれ に近 くな るも

ので,や は り岡倉 の主 張 は今 日の英 語 教育 のね らい に通 じてい る ことを認 め

ざるを得 ない。

ただ,直 訳 の習慣 は い まだ に根 強 く生 きてい る らし く,英 語 や 米 国 に研 修

に行 く日本 人 英 語教師 の口 を通 して,英 米 の 専 門 家 に その 実 態 が伝 わ って い

る もの と思われ る。 その証 拠 に英国の専門家 に よる次 の ような発言が ある。

Chokuyaku(word-for-wordtranslationofrealEnglishintobizarre

Japanese)ismuchfavoured.Atleastinmiddleandhighschools,

coveringtheage-rangetwelvetoeighteen,theforegoing(chokuya-

ku)stillprevails.(M.SwanandB.Smith,LeayneyEnglishCam-

bridge,1987

直 訳 された 日本文 が奇妙 きてれつな 日本語(bizarreJapanese)で あ る こ と

は,衛 星 放 送 な どで と き ど き試 られ る自動翻訳機 に よる 日本語 を見れ ば一 目

瞭然で ある。
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4.期 待 され る変革

新学 習指鞭 領 に盛 られて いる指導内容 は1 .で 詳 述 した よ うに,直 訳 や 極

端 な意 訳 を志 向 した もの で は決 してなレ・.「 文 や 文 章 の 内割 を と らえ た り,

「鞭 や 要 点 」 を理 解 す るた め に は,和 訳 をね ら った英 文 解 釈 は む し ろ邪魔

にな る。lmmediatecomprehensionの 力 こそ真 に必 要 と され る力 で あ るよ う

に思 われ る。

そ こで まず 旧来 の英文解釈法 で は,新 学 習 指 導 要 領 の指 導 内容 を満 たす こ

とがで きない とい うこ とを明 らかに したい
。

テキス トとして次 の よ うな英文 を選 んでみ る。

Whatlwanttoemphasizetoyouisthis:thatpeoplerememb
erthings

whichmakesensetothemorwhichtheycanconnectwiths
omethingthey

alreadyknow.Studentswhotrytomemorizewhattheycannotund
er-

standarealmostcertainlywastingtheirtime .

こ の テ キ ス トが 「ま と ま りの あ る文 」 で あ る こ と は誰 し も異 存 は あ る ま い

と思 う。 さ て,こ の テ キ ス トを ,「 内 容 を 考 え な が ら,黙 読 し,音 読 す る 」に

は ど う した ら よ い で あ ろ う か 。

ま ず 「黙 読 」 に よ っ て 「文 章 の 概 要 や 要 点 」 を と ら え る こ とがtさ き わ け だ

が,こ れ を 確 認 す る た め に は ,

一一Whatisthepassageabo
ut?

(Psychology.)

‐Whatpartofpsychologyd
oesitdealwith?

Memoryorrememberingthings .}

と い う よ う な 質 問 を与 え る必 要 が あ る
。 これ ら の 質 問 に答 え られ れ ば,こ の
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文章 のおお まかな概要 は とらえ られた と言 うことがで きる。以上の プ ロセス

を再現 すれ ば,お お よそ次 の よ うに な る。

Teacher:Herewehaveapassage.Ithastwolongsentencesinit.Now

Iwantyoutoreaditsilentlyandgetroughlywhatitsays.1'llgive

youfiveminutes.Whenyoufinishreading,raiseyourhand.ls

everythingclear?Ok.Nowbegin.

(Fiveminuteshavepassed.)

Teacher:NowIseethatallofyouhavefinishedreading.Nowletme

askyoutwoquestions.Qestion1.Whatisthepassageabout?......

このプ ロセスでの教師 は,全 て 指 示 のみ に終始 して い る。 「黙読 」して 「概要

や要点」 を とらせ るた めには,こ う した プ ロセ ス をふ む こ とが現 実 に多い と

思 うが,指 示 の みで 終 始 した の で は,teachingで は な くてtestingで あ る と言

わ れ て も反 論 の しよ うが ない。学 習指導要領 の指導 内容が示 す線 にそ って は

いるが,授 業 方 法 の プ ロセ ス 自体 に問 題 があ るので,こ れ は十 分 に改 良 の余

地 が あ る。

次 に,旧 来 の 英 文 解釈 法 に よっ て行 うプロセス を見 てみたい。 この テキス

トには,関 係 詞 や接 続 詞 が 多 く含 まれ て お り,一 見複 雑 な構 造 を して い るの

で,構 文 中心 の英 文解 釈 法 の観 点 か らは格 好の練 習問題の ように思わ れ,教

師 の入 り方 も当 然 構 文 をい か に正確 に とらえるか に焦点 をあてた もの とな る。

教師:ま ず最 初 の 文 を見 て 下 さ い。 この文 の主語 は どれです か。 どこか ら

どこまで,と 言 った 方 が正 確 か な。 そ う。 このWhatか らemphasize

まで の節 が 主語 にな って い るわ けです。意味 は どうか な。そ う。「私が

強調 したい ことは」となるね。 このwhatに は 「何 」とい う意 味 はな い

ん で す よ。何故 だ ろ う。その通 り。このwhatは 疑 問 詞 で は な くて関 係
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代名詞 だか らです。関係代名 詞 として使 われ るwhatは 先 行 詞 の な い

関 係代 名 詞 として お ぼ えておかな けれ ばな りません
。例 えばaLetme

tellyouwhatIknowabouttheuniverse .(板 書 。whatに 下 線)と い

う文 で はwhat以 下 は,「 宇 宙 につ い て私 は何 を知 って いるか」で はな

くて 「私 が宇宙 について知 ってい る こと」 とい う意味 にな るわ けです
。

よろしいですか。 で は次。 このthisは ど うい う こ とで し ょ う。 … …

この よ うに構 文 と文 法 の解 説 を中心 に和 訳 の作 業 が長 々 と
wastingtheir

timeと い う最 後 の部 分 まで続 くこ とに な る
。「概要 や要点 を とらえ るこ と」な

ど入 り込 む余地 は全 くない。これ こそ まさに皮 肉 に もtimewasti
ngな プ ロセ

ス と言 わ ざ る を得 な い。

5.Interactionと 動 機 づ け

「黙読」 に入 る前 に どの よ うな作業が必要 であ ろ うか
。 ここで実際 のプ ロ

セスに入 る前 にD .Rumelhart(1977)な どの提 唱 す るschematheoryに っ

い て考 えて み た い。Rumelhartは 読 む作 業 をinputの ひ とつ と位 置 づ けて次

の よ うに述 べてい る。

Themessagecenterkeepsarunninglistofhypothesesab
outthe

natureoff'theinputstring .Eachknowledgesourceconstantlyscans

themessagecenterfortheappearanceofhypothesesrelevantt
oits

ownsphereofknowledge .Wheneversuchahypothesisentersthe

messagecenter ,theknowledgesourceinquestionevaluatesthe

hypothesisinlightofitsownspecializedknowledge
.......This

procedurecontinuesuntilsomedecisioncanbereached .Atthispoint

themostprobablehypothesisisdeterminedtobetherightone
.
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前 節 に あ げ た テ キ ス トに も どっ て 考 え て み よ う。 学 習 者 は この テ キ ス トに

ふ れ る 前 に,す で に 記 憶 に つ い て,個 々 の 差 は あ っ て も,あ る 程 度 の 知 識

(specializedknowledge)は 持 っ て い る は ず で あ る 。 この 知 識 に も とつ い

て,テ キ ス トの 内 容 が どの よ う な も の な の か,あ る 程 度 の 予 測(probable

hypothesis)を 立 て る こ とが 可 能 で あ る 。学 習 者 の 持 つ 知 識 とテ キ ス トが 与 え

る 知pと の ぶ つ か り合 い が,実 は こ の テ キ ス トを読 む 作 業 の 実 態 で あ る とす

る な ら ば,「 黙 読 」 に 入 る 前 に 次 の よ う な 事 前 の 質 問 を与 え る必 要 が あ る 。

‐Areyouinterestedinpsychology?

‐Doyouthinkyoucanmemorizethingswell?

‐Canyoumemorizethingsyoucannotunderstand?

これ らの 質 問 はanticipationquestionsと 呼 ば れ る もの だ が,実 際 の 「黙 読 」

に 入 る前 に 口 頭 で 質 問 す る とす れ ば,教 授 者 と学 習 者 の 間 に 次 の よ う な や り

と りが あ る こ とが 予 想 さ れ る 。(T=teacher,S=student)

T:Areyouinterestedinpsychology?

S1:Whatispsychology?

T:Well,inpsychologyyoustudyhumanmind.

SZ:Doyoumeanstudyingwhatpeoplefeelorthink?

T:That'sright.Forexample,yousometimesgetangryaboutsome-

thing.Later,whenyouarecalm,youmaywonderwhyyouwereso

angry.Youmayguesswhatreallymadeyoufeelinthatway.Thls

sortofthingispsychology.

S3:Thatsoundsinteresting.

T:Yes,It'struethatpsychologyisinteresting.Nowdoyouthinkyou

canmemorizethingswell?

以 上 の プ ロ セ ス を 見 る 限 り,anticipationquestionは 正 し い 答 え を 要 求 す る
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質問 ではな くて・学習者が持 っ熾 を引 き出 し
,さ ら噺 しい知 識 へ 導 くた

め の動 機 づ けの役割 を果 している ことがわか る
。先 にあげた3つ の質 問 を そ

れ ぞれ 同 じ よ うな プ ・セスで行 えば
・学習者 の臓 とテキス トの内容 との橋

渡 しがで きた こ とにな り・ テキス トを読 むた めのschemaが 作 り上 げ られ た

と言 う こ とが で きる。

学 習指 導要領 が示す 「概 要 ・要点 を とらえるこ と」 につ いて は
,従 来true.

falsequestionsやsummarywritingな どの 作 業 を通 じて行 うの が ふ
つ うで

あ った・ しか し・ いずれの場合 も教授 者の偵町か ら一方的 に指示 を与 えてい る

点 にお いて・testingの 様 相 を弓璽 く持 ったtaskに 変 りは な く
,学 習者 に い た ず

ら に余 分 な心 理 的 な負担 を与 え,場 合 に よ っ て は英 語 学 習 へ の興 味 を失 わせ

る ことに もな りかね ない。教授者 ・学 習者相互 の語 りか け(interaction)が

あ って こそ・テ キ ス ト読 解 に む けてのschemaカ §作 り上 げ られ
,英 語 学 習 へ の

有 効 な動機 づ けが 可 能 とな るのであ る。

6.主 体性の あ る読 み方

さて,内 容を読み とるための 「黙読」が終了 した後 はどの ような作業 をし

たらよいであろうか。黙読 も内容把握のためのschemabuildi
ngも 全 く無関

係な英文解釈法ならば・和訳 された日本文 をチェックするだけで終 りとする

のが通例であろう。音読す ら省略 して次のパラグラフに進むにちがいな
い。

英文解釈法 とは・結局諸 号轍 に似た作業が終了すればそれでよいわけで
,

内容(contentschema)が どうなっていたのかは
,学 習者の記憶の中にほと

んど残 らないのである。

ここで また学習指導要領の指導内容に話 をもどしたい
。 リーディング(ウ)に,

「内容 を読み取 って・それについて自分の考 えなどを話 した り溜 いた りす

ること。」とあるが,こ れが黙読の後にテキス トの内容 について行 う作業であ

る。
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テ キ ス ト読 了 後 行 う作 業 と して は,従 来,内 容 理 解 確 認 の た め の 質 問(com-

prehensioncheck)を 行 う の が 通 例 で あ っ た 。 こ れ は 前 節 で ふ れ たtrue-false

questionsやsummarywritingの よ う な 形 式 で与 え ら れ る こ とが 多 い 。 繰 り

返 し に な るが,こ の い ず れ の 形 式 も,教 授 者 が あ らか じ め 用 意 し た も の で あ

る の で,教 授 者 か らの 一 方 的 な や り方(teacher・centered)で あ る こ と に は変

りが な く,interaction主 体 の プ ロ セ ス か ら ほ ど遠 い も の で あ る。

読 了 後(post-reading)に 与 え る 質 問 と し て は次 の よ う な も の が 考 え ら れ

る。

‐Whatsortofthingsdoyouthinkyoucanremembereasily?

‐Whatishappeninginyourbrainwhenyoutrytomemorizethings?

こ の2つ の 質 問 を与 え た だ け で は,先 に 述 べ たsummarywritingと 大 差 な い

も の と な っ て し ま うで あ ろ う。 そ こで 次 の よ う な 教 授 者 と学 習 者 との や り と

り(teacher-learnerinteraction)が 必 要 に な る 。

T:Yousometimeshavetomemorizethingswhichyoufindterribly

di伍cult.Solet'sthinkaboutthesetwodifferenttypesofmemo-

rization.Oneisthesituationinwhichyoufinditeasytomemorize

thingsandtheotheristhesituationinwhichyoufinditdifficultto

memorizethings.Nowinwhatsituationdoyouthinkyoucan

memorizeeasily.

S1:Thingsyouunderstandareeasytomemorize.

T:Yes.Whatelse?

SZ:Sometimesyoufindyouhavememorizedsomethingwhileyouare

workingatit.

T:Inotherwords,afteryouhavesolvedaproblem,youfindthatyou

cantellquiteclearlywhattheproblemwasabout.Yes,thatmay

probablyhappen.
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こうしたinteractionを 通 じて ,記 憶 力 に つ い て の意 見 を交 しなが ら,テ キ ス

トの 内容 理 解 を確 か め る と同時 に,学 習 者 自身 のspeechcommunicationの

力 を も育 て る こ とが 可 能 に な る。学習者 の発 言 を,そ れ ぞ れ が持 つschemaと

テ キ ス トのschemaと の 接 点 の 中 で,有 意 義 に誘 発 す る こ とに成 功 すれ ば,そ

れ は テ キ ス トに つ い て主 体 的 に読解 の作業 を行 った と言 え るであ ろう
。

7.英 語 によ る授 業の利 点

英語 の授業 は本来英語 で行 うのが望 まし く
,ま た 和 訳 を介入 させ ず に内容

を理 解 させ るた めには,英 語 を主 な使 用 言語 と した授 業 を行 わ なけれ ばな ら

ない。 そ こで,こ う した 授業 の利 点 は どん な と ころにあ るのか
,こ こで 少 し

ふ れ て みた い。

まず 考 え られ るの は,50分 か ら90分 の 時 間 のわ くの 中 で
,文 字 ばか りで な

く音 や 表 情 な ど を通 じて最大限 に英語1こ接 す る こ とが で きる こ とで あ る
.こ

れ は,学 習 者 に とっ て,学 習 した り練 習 した りす る場 面 が
,訳 読 の 授 業 に比

べ て,著 し くふ え る とい うこ とで もあ る
。

最近研 究が盛 んになって きたlearnerstrategiesの 分 野 で は
,外 国語 学 習

者 が 持 つstrategiesに は・ 文 法 事 項 や 語 彙 な ど に つ い て の1earni
ng

strategies,質 問 した り意 見 を述 べ た りす る た め のcommunicati
onstra-

tegies,異 文 化 理解 を 中心 と したsocialstrategiesの3種 類 が あ る と言 わ れ

て い る。訳 読 を主体 に した授業 ではs上 の 第1番 目のIearningstrategiesを

あ る程 度 こな す こ とが で きるが,他 の2つ につ い て は全 く入 り込 む こ とが で

きない・ しか し・英語 に よる授業 で は
,1earningstrategiesの み な らず,

communicationstrategiesの 対 象 とな る領 域 を か な り こな す こ とが で きる

し,socialstrategiesを 身 につ け る糸 口 を与 え る こ と もで きる
。

この よ うに学習す る領域が ふ えるこ とは
,そ れ だ け学 習 者 が英 語 を身 につ

け る可能性 が大 き くなる ことを意味す る
。これ はlearningの 中味 を見 れ ば一一
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層 明 ら か に な る。

learningに は,学 習 者 が 日々 教 室 で 行 う活 動(cognitivelearning)とz学

習 目標 を 設 定 した り学 習 結 果 を評 価 し た りす る活 動(metacognitivelearn-

ing)と が あ る.そ し てC・gnitiVelearningに は ・ 英 語 を と ら え(・btain-

ing),蓄 積 し(St・ring),言 っ て み よ う と し て(retrieVing)・ 使 っ て み る(USing)

と い う過 程 が あ る。 訳 読 中 心 の 授 業 で はobtainingとstoring位 し か カ バ ー

で き な い が,英 語 に よ る授 業 で あ れ ば 最 後 のusingの 段 階 まで 到 達 す る チ ャ

ン ス が あ る 。

次 にcommunicationの 視 点 か ら英 語 に よ る 授 業 の 利 点 を考 え て み よ う。

英 語 に よ る授 業 を運 営 す る た め に は,当 然 英 語 を使 わ な け れ ば な らな い 。 た

だ し こ こ で 使 用 され る英 語 は 自然 な もの で は な く,classroomEnglishと し

て 分 類 さ れ る特 別 な もの で,こ れ が さ ら に 教 え る側 の 英 語(teachertalk)と

学 習 す る側 の 英 語(1earnertalk)と に2分 さ れ る。ClassrooomEnglishを

こ の2つ に 分 け て 機 能 別 に 見 て み る と,次 の よ う に な る 。

Greeting

Commanding

Requesting

Questioning

Answering

Suggesting

Explaining

Commenting

Teacher

○

○

○

○

○

○

○

○

Learner

O

X

O

O

O

X

×

○

ClassroomEnglishの 教 室 内 に お け る 主 な 機 能 は上 記 の8項 目 に な る が,そ

の う ち 教 授 者 ・学 習 者 双 方 に共 通 な もの は5項 目 で あ る 。 この5項 目が,い

わ ばteacher-1earnerinteractionの 橋 渡 し の 役 目 を 果 た し,両 者 のcom-

municationを 円 滑 に す るパ イ プ と な る の で あ る。

138国 際経営論集No.11990



communication能 力 を つ け る こ とが,英 語 の 授 業 の 目標 の ひ とつ とす るな

ら・classr・・mEnglishが ゼ ・の状 態 の訳 読 主体 の 授 業 で は
,ま ず この 目標 を

達 成 す る こ とは で きない・ やや厳 しい言 い方 をすれ ば駅 読 主体 の授 業 は

communication能 力 の 芽 を い た ず らに摘 む結 果 に な りか ね ない と も言 うこ

とがで きる。

8.最 後 に

文部省学習指鞭 領の中に盛 られた指導内容1よ
,何 も高等学校のみに限定

して考 えなければな らないものではない
.大 学に入 るためには当然高等学校

の課程 を終了 していなければな らないのであるか ら
,学 習の連続性の視点か

らすれば,大 学 における英語教育において も
,学 習指導要領 を十分 に考慮 し

なければならない。 こうした観点か ら,本 小論では,主 として読解作業のあ

り方について・学習指鞭 領が目才旨す方向にそって講 してみたのである
。

英語 という科 目は沖 学校 ・高等学校で〃まいまだに選択科 目であるが
,大

学の一般教育では出発の時点か ら必修科 目として位置ずけられている
。 しか

し,カ リキュラム化にあたっては,大 学の英語は有効 な学習効果 を目指 して

いるもの とは言い難 い。そのひとつの原因 として,学 習指導要領 との関連が

ほとんど図 られていないことがあげられる
。今後大学における英語教育の改

革 を行 うとすれば・学習指鞭 領 を再検討 し汰 学で引 き継 ぐべ き指導内容

を明確 にす ることが改革への第1歩 となることであろう
。

現状 は,し か し,訳 読中心か舶来の教授法か という両極端に走 りがちであ

る。訳読中心の授業 は,当 初か ら幾多の批判を浴びなが らいまだに根強 く残

っているのは,そ れな りの有効性が認められているか らであろうが
,そ の有

効性について論ずるのは別の機会1こゆずるとして
,舶 来の教授法を,何 の検

証 もしないで・その まま受け入れるの1ま,躰 の英語教育の 目標 を無視 した

暴挙 としか言いようがない・あ くまで も躰 の英語学習者 に合 った方法を模
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索 し,よ りよ き教授 法 を作 り上 げ る こ との方が,は るか に大 切 で あ ろ う。
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